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原 子 力 水力発電設備

送変電機器 イヒ学プラント

火力発電設備

国民生活に直接関連のある.エネルギー,電力関係の機こ器,あるいは人

形♂)プラントに対しては,特に高い信相性と高度の安全性が求められてい

る｡予期せぬ事態に直面しても,直ちに対応できる保安対策はもちろんの

こと,将来の環境問題を予見し,その積極的な対策を組み込む心構えなど

は,特にこの分野では重視されねばならない｡輸出プラントの成約件数が

急激に増加し続けているが,これは国内だけでなく,海外にまでJムく,そ

の性能と信束馴牛が高く評価されてきたことを裏付けるものと言えよう｡

原子力発電機器では,中国電力株式全社島根原子プJ発電所の運転経験を

掛二,一一段とイ言相性･安全性の高い沸騰水型原rカプラントの占十i句を,ま

た,放射一件廃棄物処理についても積極的な研究開発を進めている｡-･方,

高速増殖炉･新型転換炉では,動力炉･核燃料開発事業団の開発計Idl‥二J占

づき‡Lt当機器の製作,納入,試験を行なっている｡大容量原子力発電機器

として東京電力株式会社福島第一一原子力発電所4号機の784MWeタービン

発電機を完成し,1,100MW級機器製作への鵜礎を同めた｡

水力発電機器では,九州電力株式会社大平発電所納めの256MW指水発電

設備が運転に入ったが,ニれは既に運転中の電源開発株式会社沼原発電所

納め230MWポンプ水車の仕様を上まわる世界最高の高揚程ポンプ水車であ

る｡この成果は今後の高揚程揚水発電計画に･大いに活用されよう｡

火力発電機器では,我が国最人答蛋の東京電力株式会社鹿島火力発電所

6号1,000MW機用超臨界圧UPボイラが営業運転に入った｡笥素酸化物

(NOx)対策を施すとともに大形ブロック化を実施して現地作業件の改善を

図った｡ガスタmビン発電設備では,世界妓人級の67MWパ､ソケージ形2

抵をr†1国電力株式会社坂発電所に押付完了した｡環境保‾護のため,騒青l;ガ

止とNOxの低i成に新技術が採用されており,今後の主}充となるであろう｡

送変電機器では,発電所の超大容量直接昇圧変圧器の信相性の確認と製

作技術の確立を目的として,525kV.1,200MVA変圧器を試作し,詳細な試

験を実施して良好な結果を得た｡また,550kVパ･ソファ形ガスしゃ断器の

開発を完了し,ニれにより72kVから550kVまでのガスしゃ断器の系列化を

完成し受注に備えている｡電力系統制御については,1980年代に実用化が

予想されるディジタル制御装置の惟能検証用シミュレータを完成し､これ

を用いて実装置の開発を進めている｡

その他のプラントでは,筑波にある宇宙開発事業団の人形宇宙環境試験

装吊が完成し,10‾8Torrの高真空が工業的に得られ,今後貴重な研究が数

多く続けられる｡また,卜分な品質管王里,高度の製作技術及びノJ仝の応力

解析のある工場に許されるASME(American Society of Mechanical

Engineers)コードのスタンプが打刻された製品が,アメリカ市場に数多

く出荷され､ソ連をはじめ多くの国々に,アンモニア製造用の高圧の機器,

圧縮機などが製作納入され,3,000気圧の高圧ポリエチレン製造プラントの

海外における建設も完了した｡国内で製作される機1戒装置ばかりでなく,

現地における据付,配管,配線などの諸工事に対する信頼性と,安全性へ

の期待にこたえる努力は,今後もたゆみなく続けられることであろう｡
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原 子 力

沸月蔦水型原子炉の特長

日立製作所は,中国電力株式会社島

根原子力発電所(沸騰水型原子炉,電

気出力460MW)(図1)の運転経験をも

とに更に信頼竹三･安全件の高いJ東一丁-炉

を目指し,独臼の沸騰水型原子力プラ

ントの計画を進めている｡

その主な特長は次のとおりである｡

(1)燃 料

従来の7×7形に代わり,更に信板

件の高い8×8形燃料集合体を採用し

ている｡

(2)炉心管理技術

(a)運転のこ状況に合わせて,最適な

制御棒操作計画を定期的に提供する

ので,安全且つ経済的に運転できる｡

(b)オンライン計算機に炉心出力分

布予測プログラムを採用することによ

り更に安全確実な運転が可能となる｡

(3)運転保守

(a)中央制御室のカラー ディスプレ

イ装置により,運転手順及び運転デ

ータを表示する｡

(b)電子計算機を使用した異常診断

装置により,運転データが正常な範

囲にあるかどうかを監視し,異常が

起こる前兆があれば警報を発する｡

(C)制御棒駆動装置交換,燃料交換

など定期点検時に必要な作業の自動

化及び遠隔操作化を図り,保守点検

を容易にしている｡

(4)水質管理

プレフィルタ付き復水脱塩装置と給



匡Il 中国電力株式会社島根原子力発電所
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図2 中性子計測演算装置盤
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水酸素注入設備の併用により,炉水を

高純度に保っている｡

(5)安全竹三

(a)非常用炉心冷却系の件能確認試

験,各機器の耐志性試験などにより

安全件を確認している｡

(b)希ガス ホールドアップ装置,換

気空調設備,放射性廃液処理設備な

どを併用することにより,放射線量

は悦子力委員会の指針で示された臼

標他を十分に【Fまわる｡

軽水炉沸騰水型原子力発電所用

中･性子計測演算装置

東京電力株式会社福島第一一條子力発

電所4号機納めの中性子計測演算装置

(図2)が完成した｡本装置は,原子炉

の起動から全出力までの中性子東レベ

ル及び原子炉出力を,中件子源領i或,

中間領域及び出力領域の三つの計測領

1或に分け,更に各領j或の測定範囲に相

互に重なl)を持たせ,連続的に監視す

るためのアナログ信号処理装置であー),

これまではすべて輸入品を使用してい

たが,国内の厳しい使用条件に適合で

きるように高信頼化を図ったもので,

今後のすべての軽水炉沸騰水型原子力

発電プラントヘ適用できるようにした｡

本装置の主な特長をi欠に記す｡

(1)使用部品のIC(集積回路)化の拡

大と厳しい品質管理を行なった｡

(2)作業と保守一女検の容易なユニット

構成にした｡

(3)地震三時にも誤動作Lないようにl耐

震構造とした｡

(4)2系統の装置間の分離をlx=),1

系統の事故の場イナにも原子炉の保護と

監視が捕われないようにした｡

(5)システム的には高い冗長系で構成

し,異常状態はいち早く認知できるよ

うに状態表ホ方法をくふう した｡

放射･性廃棄物処王里技術の開発

城-f･力発電所の本格逆転に伴い,放

射性廃棄物処理処分問題が緊急課題と

なっているが,日立製作所はこの問題

について積極的な開発研究を進めてい

る｡

現在,特に力を入れている開発テー

マは次の二二つである｡

(1)Kr-85匝川又装置

似了一力施設排ガス中に含まれるKr-

85(半減期10年)の環境放出を防ぐため

液化蒸留法による独自のシステムにつ

し､て,過去4年間にわたる開発研究を

行ない,このほど,実規模パイロット

プラント(図3)による実証試験も終了

した｡

(2)濃縮廃液減谷処理装置

図3 Kr-85回収実規模パイロット プラント



図4 日木原子力発電株式会社東さ毎第

二発電所原子炉建屋配置･配管モデル
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沸騰水型J京子力発1忘所から排出する盲農

縮廃液の新しい減答処理方式とLて,

逆心薄f慄乾 によリr薙液を粉末l巨乙嫌

L,更にj立枇機によりへレ､ソト州化し

て保管するノブ法の一人Jf‾i化を【lズ】るため,

パイロット プラントの試作,り三.さ止こ出陳

を尖地中であるしつ

プラスチック モデルによる配置

酉己管設計

J京子力発電所では建屋内に多くの機

器,配管,枚気空調用ダクト,1富根管,

ケーブルトレⅥなどがだ妃列されており,

そのうえ,しゃへい曜や多くの耐宕主サ

ポートが設置されるため､区l面上で十

分検討した配置配管計画を行なっても,

現地で実際の抑汁川寺に十i歩などのトラ

ブルを起こすことが多い｡

このため,平面的な【』面だけでなく

プラスチックによる_三i火元モデルを製

作し,十分な検討を行なうことが現地

トラブルを減らし,且つ工期短縮,経

i角件の向上を図る意味で非常に有効な

ものとなる｡

このプラスチック モデルによる検討

の特長をi欠に記す｡

(1)視覚による三次元的検討が可能

(2)集団思考が可能

日立製作所は,現在建設中の日本原

子力発電株式会社東海第二発電所の原

子炉建屋の力乙のモデル(図4)を作製し,

干渉問題,耐震サポートなどの検討に

効果を挙げている｡
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高速増殖炉の開発

動力炉･核燃料開発事業団高速実験

炉｢甘似+(図5)(設備谷呈:熱出力

100MW)が,我が同袖グ)ナトリウム(Na)

冷上り訪越炉として,茨城壮大沈に抑付

を完了し,】丸在,総†ナ機能試験を実施

中である｡

日立製作所は,原子炉容器,主中間

熱交枚器,主循環ポンプなどの一ユ欠冷

上け系の機器及び配管の設計,製作並び

に肘付工事を抑.当したほか,総合機能

試験においても建設才IL当系統の運転試

験を担.当している｡

また,日立製作所が1叶事業円に納入

したナトリウム加熱の1MW及び50MW

蒸気発生器は,それぞれ約1カ時間及

び約4T･時間の運転を行ない,各種試

験を終了Lた(⊃ 試験により､設計,製

作及び運転の各面にわたって成果が得

られた｡

これら｢常陽+,あるいは蒸気発生

器の逆転経験は,高遠原型炉｢もんじ

ゆ+(電気山力約300MW)へと放映さ

れる｡

動力炉･核燃料開発事業団納め

新型車云換炉原型炉｢ふげん+の

建設

昭和50年度には,仁仁力管集でナ体及び

一次冷却系配管の製作寸巨びにカランド

リア及び鉄水しゃへい休の据付,制御

棒駆動装置の製作及び計i則制御設備の

弓■

て蛋義
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靡
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製作,桝什を実施Lた(図6)｡

圧力管集†ナ休は,ジルコニウム合金

製の炉心部圧力管とステンレス鋼‾製の

延長部がロールド ジョイント法により

結†ナされておI),炉心燃料を内蔵する

管二伏容器で224休ある｡この各が一二大

冷却系配管を介してドラム及びヘッダ

に才安続しているしつ

制御棒駆動装置は,加減速機構の採

用により,緊急挿人件などにおいて高

性能化が[』られている｡

カランドリアは,減速機である垂水

を保有する容器で,ステンレス鋼製の

カランドリア タンクと,ジルカロイー2

製のカランドリア管とから成り,その

同国を取り一巻く銑水しゃへし､体ととも

に,炉心部の支持構造体としての役割

を果たしている｡

計測制御設備は,原子炉制御の中枢

をて受け持つ原子炉制御盤(図7)をはじ

め,原一丁炉の安全停止を行なう櫨-‾チ炉

保.穫装置,工学的安全装置,原了一炉内

の中性子束を監視する中性子計測装置,

またその中件√一束を手動,自動で制御

する出力制御装置など,いずれもその

機能を確実に遂行できるように多重化,

あるいはバックアップなどの高一言束副空

設計がなされている｡

昭不=51年度は,圧力管集合体,･一次

i令却系円己管,制御棒駆動装置などの抑

付,本体及び制御系設備の単体試験

並びに圧力管モニタリンクこ設備,圧力

管交槙装置などの付属機器の製作,批

付が行なわれる｡

躾ミ



図5 動力炉･核燃料開発事業団高速実験炉｢常陽+

図8 完成した高圧ロータ及び低圧ロータ(ブロック組立方式によるエ場組立)
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図6 据付中の新型転換炉原型炉｢ふげん+の原子炉本体
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図7 新型転換炉原型炉｢ふげん+用中央制御盤
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784MWe大容量原子力用タービ

ン発電機のエ場完成

800MWe級大容量原子力時代を開く

784MWeタービン発電機が工場完成し

た｡この機械は,先行機の設計技術の

導入により,同クラスの大容量原子力

発電機器の日立製作所第1号機として

東京電力株式会社福島第一原子力発電

所4号機向けに設計製作されたもので,

現在製作中の糾OMWeタービン発電機

のモデル機器となるとともに,今後の

1,100MW級タービン発電機の基礎と

なるものである｡

このタービン発電機の特長を次に述

/ヾる｡

(1)高圧部複流化により出力増加を図

っている｡

(2)非放射性蒸気を用いたタービン

シャフト シール方式を採用している｡

(3)発電機には才昆合素線方式固定子コ

イルを採用し,効率の向上を図っている｡

(4)軸振動シミュレータによる振動解

析,バランス技術及び自動計測監視シ

ステムにより現地バランス調整の信頼

性の向上を図っている(図8)｡

水力発電設備
世界最高落差ポンプ水車運転

開始

落差512m,全揚程546mをもつ九州

電力株式会社大平発電所納め256MW

ポンプ水車(図9)は,既に営業運転に

11
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図Il 現地組立中

の回転子

区19 九州電力株

式会社大平発電所

納め256MWポンプ

水車

も;

入った電子原開発抹式会社沼原発電所納

め230MWポンプ水中仕様を,‾変に一一段

上回る世界妓高の500m扱高港差ポンプ

水車として,設計･製作･肘付作業を進

めてきたが,昭和50-fl二3月現地試験を

好f洞に完了し,12月に逆転を開始した〔)

本ポンプ水車は,設計水圧800mと高上上

のため,ケーシングに80kg/mm2放び60

kg/mm2高弓注力鋼を使用L,またランナ

には強J空,i容接件放び耐キャビテーシ

ョン特性に憧れた5Ni13Cr鋳鋼を使用

するなどの配慮が施されている｡性能

面では,特に高落差逆転時の水柱拭動,

過i度時の水撃作用にイ半う粘土軌低音成の開

発に亜点をおき,またポンプ起動時に

図10 工場組立中の60MW新形構造水車

12

安定した逆転方i去を確良二するため各所

に新技術の中人を【ソトノた｡

新形構造水車の開発

=那口50年3月営業逆転を開始Lた鞍j西

電力株式台杜新成出発電所納め60MW

フランシス水車(図‖))は,性能､強度

の信束副生向L,逆転保守の符力化,運

転維持費の低さ成などに答えるため,随

所にぎん新な構造をj采用した新形構造

水車である｡その主なものは(a)スビ【

ドリング,ケーシング,_lニカバーなど

の主要部品を合理的な新構造とし,信

繋

て着r書乱軋新郎m郎三彩

111Ⅵ11やも1

頼件を高めた｡(b)案内羽根軸受の無給

油化,水車主軸′受の無冷却水化により

保守の省力化,信束副生向上を図ったこ

とである｡なお､これら新構造に対し

ては各種の解析,ヰ莫当■壬試験を行ない,

惟能,強度の信束副生を確認した｡現地

試験でも良好な結果が得られ,現在好

調に逆転中である｡この新形構造水車

は引き続き8台製作中であり,本水車

の完成は今後の水車,ポンプ水車の技

術に画期的進歩をもたらしたと言える亡つ

我カヾ国最高速度･大容量発電電

動機運転を開始

九州電力株式会社大平発電所用発電

電動機は,265MVA/277MW,400rpm

という記録的な高速機であり,構造,

ノ性能両面に新機軸を生み出した設計を

行なっている｡例えば,推力軸受用別

置形油循環電動ボン70,日立製作所独

自のデルタリング形ブラケ､ソト,電機

子電子充が飛躍的に人きい(15,000A)こ

とによる口J-11線付近の磁性体過熱防止

対策,耳遠極面を傾斜させコイルにかか

る同方向遠心ブJをゼロとすること,別

置形強制フアンによる主機通風冷却の

肋長,直結誘導電動機始動,軸系の振

動が鼓小となるような横方向剛性の決

定などを採用した成果によl),本機は

昭和50年3月好調に現地試験を終了し､

12J】に運転を開始した｡これらの技術

的成果は,今後の大容量高速機計画に

大いに役立つこととなろう｡図tlに現
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図12 東京電力株式会

社鹿島火力発電所

地組二､工中の回転丁-を示す〔つ

火力発電設備
東京電力株式会社鹿島火力発電

所納めl,000MW用超臨界圧UP

ボイラの運転開始

･柁が田最大谷量を誇る凍土京電力株⊥(
会社鹿島火力発電所第6-ぢ-1,000MW用

ボイラは,昭和50年6月27Hより,好

調袈に営業逆転に入っている(図12)｡

や転〝

図13 営業運転中の450MWタービン

本ボイラの上な仕様を次に述べる｡

(1)形 ⊥(:

(2)蒸発量:

(3)恭1〈圧ノJ

(4)蒸乞毛i且僅

B&W超臨界†fUPポイラ

辿風‾ノナ式

燃 料

故人連続3,180t/h

:.;_地熱器とr-1口/巾熱昔話州

L]255/44.6kg/cm2

:過熱一綜Jl=+/仲熱器山

11 543/5680c

:押込通風

:量子由及びJ京油

バーナ形式:蒸乞七唄て務式Yシ､ェ

ト バーナ

上な特長と成果を次に述べる｡

云嘗

掬

赴l.L

(1)火小瀧体系路は,UP-UP構造を

才采用L,火炉1て部に一一二大,_一_二大,火炉

卜部に∴ニ大水輯及びウイ ング蝉を設置

しその結果,非常に′左走した流体温度

分布をホした｡

(2)窒素酸化物(NOx)対策として,2

段燃焼,排ガスi上己丁卜方式を採用すると

ともに,火炉バーナ部の冷却面梯を増

山lさせ50年度排州法準値180ppmを十分

‾Fまわる実績を得た｡

(3)現地作業性の改善を目的とした大

形ブロック化を実施し,十分な成果を

発揮し,二大代への道を開いた｡

また､･受渡し試験においては,定格

出力時のボイラ三三効率保証値87.18%を

89.93%と一卜分_l∴まわる好成績を得た｡

四匡l電力株武舎社阿南発電所第

3号ヰ幾糸内め

450MWタービン営業運転を開始

再熱温度5660cとしでlプ絹巨向上を1メlっ

た阿凶電力株式会社阿南発電所第3号

機向け450MWタービン(図13‾)が,昭和

50一年6月ノ首業運転を開始した｡同出力

のタービンとしては,同社1反出発電所

第3号機に続く 2≠i目であるが,この

タービンは更に性能の向_Lを図って,

口立製作所のもつ最新技術の成果が生

かされた機器となっている｡

主な特長を次に述べる｡

(1)低蛙最終段に33.5inの長異を使用

Lて件能の向_Lを図った｡

(2)再熱温度を5660cとしで性能向上を

図るとともに,信相性向上のために,

13
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図14 67′000kWガスタービン

発電設備

中庄部にディスク冷却及び逆クリスマ

ス ツリー形ダブテイルなどの新技術を

採用した｡

(3)低圧車重は,HERZOG HOOD形

とするとともに,マルチ プレッシャ形

復水器を採用して惟能向Lを図った｡

中匡l電力株武舎社坂発電所納め

大容量ガスタービン発電設備の

完成

世界最大級の67,000kWMS7000パ

ッケージ形ガスタービン2台が中国電力株

式会社坂発電所に据付完成した(図14)｡

本機ほ既に多くの運転実績により十分

なイ言根性が確立されている25,000kW級

MS5000形をスケールアップし､大容

量化･効率向上を図ったものである｡こ

のガスタ【ビンは,ピーク発電用とし

て使用されるものであるが,環境保護

に関しては騒音防止及び排気中のNOx

の低i成に最新の技術が採用された｡

このプラントの主な特長は次のとお

りである｡

(1)ガスタービンは大形化と同時に,

タービン動翼に対する空冷方式が採用

され,入口ガスi且度が上昇しており,

性能が大幅に改善されている｡

(2)発電機は外部空与毛を冷却喋体とす

る開放形であり,エアクリーナ パッケ

ージを独立させ,運転中のフィルタの

交換を容易にしている｡

(3)ガスタービン及び発電機を特殊構

造の防音パッケージで覆い,更にコン

14
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図15 主給水ポンプ性能曲線

クリ-トのしゃ召二建屋に収納している｡

また,ガスタービンのf牧排乞i口,発電

機の冷却空気口放びパッケージの換気

口にはそれぞれ十分な消音器を設置し,

極めて低い騒音レベルを達成している｡

(4)ガスタービンのNOx対策としては,

黄新の水噴射方式を採用し,燃焼過程

で発生するNOxの低i成を阿っている｡

(5)仝電子式制御装置(スピードトロニ

ック)によl),運転は完全に自動化され

ておI),遠隔運転が可能になっている｡

また,大容量にもかかわらず起動時間

95CHTA5

400mm

450m川

5

1,740t/h

304.8kg/cm2

5.250｢Pm

19,700kW

が短く,ピーク発電に適している｡

ガスタービンの大容量化の要求と,

我が国における厳しい環境対策に合致

する本機は,今後のガスタ【ビン発電

設備の主流となる製品である｡

1,000MW超臨界庄ボイラ給水

ボンフP

火力発電所の単機出プJは,環境問題

などによる立地難,経1盾性の追求によ



図17 525kVl′200MVA変圧器

図】6 火力プラント事故防護システムの構成

火力プラント事故防護システム

[掛]

プ
ラ
ン
ト

[掛]

熟
応
力
-
-
-デ
ー
タ

ロ
ガ
1

諸
/
:
-

■

′

タービンロータ

熟応力

ボ
イ
ラ
チ
ュ
ー
ブ

メ
タ
ル
温
度

≡､治

事
故
崖
丁
位
シ
ス
テ
ム

ボイラチューブ

スケール

一
メ
イ
･
･

t+もー

機
器
単
位
シ
ス
テ
ム

タービン本体

【フィ
ぷ小

統
括
事
故
防
護
∵
ソ
ス
テ
ム

注:-=信 号

りますます大祐二造化し,1‾q内でも1,000

MW超儲乙界托の火力発召王所が埋設され

るようになった(〕

このたび丁二場完成Lた火iiて`-二にノJ株⊥じ

三さ什帥ヶ摘発ノf≡に巾3号機1,000MW捕ボ

イラ給水ポンプは,給水系統の心臓糀

とLてイ,セ用されるものであり,■‡ごi性の

イ.柵州三とともに砧効辛が要求され次の

′ような円山旨が払われた〔〕

(1).+-i辿回転にすることにより,′J､形

化,軸′ヱスパンの知縦i及びf立教のi成少

をり三月としイ‾L子柚件の向+1を図った｡

(2)山効ヰ与を持続しながら内部摺劫の

Ir耶第をJ上げイ‾.‾i束副て【三のrfJj+二をlズトンた〔_)

(3)軸封水の山人tコf止J空弄を一一;上に制

御することにより軸封水の過J空の流入,

7充=を仙1卜Lた｡

図】5に主給水ボンナ件能曲線を示す二.

火力プラントの事故防護シス

テム

本システムは,椎々の原凶でプラン

ト運転L卜に発生する異常を早期に検知

し,一事放を予知､子1;ガするとともにガ

ーーー機器が故障しても適切に処置L,プ

ラント逆転を継続させることにより,

設備及び逆転･似ノ､1:員の安全性や電力

供給の女㍍三作を【ヌ1り,プラントのイ‾主i柑

作向__Lに寄与するオンライン電-r計算

機システムであり,図16にその構成を

ホす｡

(1)事故単位システム:異常の進行柑空

を表わす指標(例えば,熱応力)の変化

運
転
制
御
シ
ス
テ
ム

S=センサ

プ
ラ
ン
ト

･8

データ A=アクチュエータ

塾蛎

喪㍍衣

∧′‰∫β芯r光郡㌦

′宗よ∫舅董藷ご

項く
;′…〝彗攣夢

を千匁lし,j二仙のための拙作韻と■Jナ上牧

ヲ芭(Lまでの余裕帖l川などの似光性を節

延する‥(2)機一片純一り立システム:ljり女-iit

位システムを起三執し,似先任に応じて

拙作_韻二を適1ごする｡)また緊急処‾iこ与を子f

なう｡,(3)統括システム:逆転削了卸シス

テムグ)∴十挿j伸二･【‾1標仙を食出する.ニノ

小紋ブ己生頻怯や上j砧女J丸範の解析に仏

づき,システムの仕様を川め,り三用化

をj_畦めてし､るL.､

送変電機器

525kVl,200MVA変圧器の

試作

変虹詩誌の単器谷_追の叫大,起々i㍍J_l_三

化とともに変J十三音詩の†ii拙作17り卜が.上り

重要になってきた｡L粍に▲試作した275

kV 680MVA変圧岩詩を裁礎とし,如に

超人谷立至器のイ己三根件の確.‾乙ど,彗一望〃三柁術

の確､工をH的とLて越i言亡の変仁t汁こさを.言J･じ

爪三した｡

/ト担】,その･舟之特件ふし験のはか,南

川J.耶皮迦ノfに仔試験,過g与荷士壬咋川i.は壮

言∫し験などの特殊試験を実施し山好な碍

呆を得た｡例えば,i三ワ壬遊†川二関Lては,

材料の非線形要素を考宿して独;れ磁界

の言羊細解析を行なった糸.1i呆,設i汁仙と

実測値の良好な一ご改をみた｡またみ部

の振動解析を.詳細に行ない,特に鉄心

に関しては､従来製品と比較Lて人帖

な低騒音化に成功した｡変圧矧勺部に

も多数のセンサを弾め込み,丁克器では

尖詐できなし､内部構造のイ言帖ヤ1三確認を

､て紆濁
瑚

行なった.)

図17にふ川三Lた525kVl,200MVA変

J-1三才謹をンJ七すr,

バッファ形ガスしゃ断器の系列

イヒと複合開閉器

一t一にノJ;′.言質のJlり人と系統規柁の拡大に

什い
■∴iイi手紙性でコンパクトな変1宝機

一汁ニ‡か変求されている｡FトI上製作所は,

桃j_左が簡亡ii.でイ.-i和主任♂う拓い_Fi‾t一一任カバ

､ソファ形ガスLや断諾壬の製117Ⅰ化をj丞
一

,進めてきたか,/トトり550kV4,000/8,000
A 50kA2サイクルLや断のバツフフフ形

ガスLや断貨諒のl呈日光を,我が同で初め

て1こf戊した‥ このしゃ断器は--イ11当た

り4しゃ断ノ1く他成であるが,しゃ断部

ユニットは耽開発の300kV50kA2サイ

クル川とド‾口じである｡これにより,72

kVか+二j550kVに及ぶ臼＼工パソファ形ガ

スLや断音詩の系列化か完J戊したt,

似でナ開閉器は,しゃ断旨注,断路器,

接地開閉器などを一体化してガス絶縁

Lたもグ)で,イ三相件のドり_Lとともに,

肘什l如横グ)縮小,桝什_1二数の削減及び

似ノー､1:点検の使をねJJつたものである｡

ざ川二の声日付鞘閉器は,接地タンク内に

構成機音詩が〔戸l二紗1人に配列されて才一iり,

上-ミ子方l｢り､J`ははガスしゃ断器単体とほ

ぼト】-て',_H_つ【小令J℃で8,000A通電が

可能となっている｡また,接地形タン

クが地表近くにイ立;詳しているため,耐

ど主作にも俊れている｡図柑は今回開発

Lた550kVパ､ソファ形ガスしゃ断器を内

15
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誠Lた綾子ト開閉器であり,図19は中部

電力株式会什納め275kV8,000A50kA

平日f㌢開閉音詩である｡

新しい高圧器具の開発

′ト形軽量化,防災上の見J也からの油

なし化,保守ノブ1検の省力化というニー

ズから高圧器具の改良･開発を行なっ

たので歩こに紹介する｡

イ滋気しゃ断器では新しいLや断方式

を採用し,真空しゃ断器とともに操作

機構部を常時監視できる前而配置とし

て保守:一た検を容易にし,且つ安全什と

イ言頼件の向上を図った｡磁気しゃ断諸芸

は2段桔,真空しゃ断器は3段桔が可

能である(図20)｡

断路器は,従来のⅤ形を史にノト形軽

量化し,操作の簡単な,信頼性の高い

ものとした(図21)｡

気中負荷開閉器は,消弧装置と操作

機構の改良を行ない,性能向上を図ったし)

また,限流上ユーズは,完桁電流の

1.3倍で不i容断,定格電流の2倍で2時

間以内で溶断する特性をもつ1種ヒュ

ーズと した｡

キユーピクノレ用コンパクト変圧器

新シリーズの開発

一一般市販向けの標準変圧器は,キュ【

ビクル内蔵の用途が増加する傾向にあ

り,これに対処するため,昭和48年に

16

図柑 550kV4′000/8′000A50kA複合開閉器

区】19 275kV8.000A50kA複合開閉器
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PシリMズとしてキュ【ビクルl勺j哉に

適した変圧器を発表Lたが,ニのたび

更にコンパクトな変任器｢Mシリーズ+

(図22)を開発Lた｡

新シリーズは,新i令却方式の寸采用など

により従来品に比べ小形変圧器で35%,

中形変圧器で20%の′ト形化(容積比)が

図られ,キユーピクル内に占める変良三

器谷柿の縮小によりキユーピクルの小

形化,あるし､は従来と同一一キユーピク

ルでもより人きし､谷呈の変圧苦言の収納

を可能とし,キユーピクルの原価低減

に寄与することが期待できる｡

新シりuズ横枠単和‥20,30,50,

75,100(kVA)

‾一二木一丁:20,30,50,

75,100,150(kVA)

図2t 7.2kV SV形断路器シリーズ

図20 ハイループ石造気しゃ断器



図22 Mシリーズ変圧器(左:従来品単

相50kVA変圧器,中央:Mシリーズ単相

50kVA変圧器,右:Mシリース三相75kVA

変圧器)

500kV位相上ヒ較キャリヤ リレー

装置

500kV主幹系統伽護に適川される各

不‖位相比較キャリヤリレー装置(図23)

では,高イ言束馴ヒをl¥lるため装置を2系

列化するとともに,常時監視,自動点

検方式を採用している｡また,系統の

供給信栢度を向上するため高速度多柏,

低速度三相再閉路方式を採梢するとと

い二,装置の過音便特性向上を目的とし

て高調波電流対策を実施している｡

このたび完成した関西電力株式会社

500kV若狭幹線(U_1側)向け装置では,

このような機能のほかに1%CI帥士線構

成の変流器誤差対策を実施L,変流器

の誤差電i先に対する保護機能の低下を

ド〟l卜し,またしゃ断器不動作対策を実

施して自端後備保護の機能をもたせて

いる｡

ディジタル制御用電力系統シミ

ュレータ

最近,電力系統の各桔制御に制御用

電子計算機を導入する機運が世界F糾二

島まっているが,日立製作所は,1980

年代の電力系統への適用を目指して開

発する各種ディジタル制御装置の作能

を総合的に検証する設備として,新し

い形の電力系統シミュレータ(図2ヰ)を

開発し,昭和50年7月より稼動を開始

した｡
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本シミュレータは,Jム範州の主幹系

統送電網の根才旋をはじめ,開閉サージ

やノ占子サージなどの古き雫を間接的に模挺

する等価雑音ょし験などの機能を備える

とともに,系統の電圧,て⊆に流をすべて

ディジタル情報とLて収り出すことが

でき,`左r一計算機との接続及び全自動

操作を叶能とLた点に特長がある｡

既にこのシミュレータを円いて,黄

も高速の動作が要求される上汁算機式保

一社継1電装置をはじめとする各椎系統制
御装置の閑ヲ邑が進められている｡

しタL汐 じゃ

汐

進ま

埠柊欝欒空軍奴‡

図23 500kV位相比重交キャリヤリレー装置

変電所集中監視制御システム

電力需要の増大･系統規模の拡人に

伴い,変電所遠方監視制御の高度化が

要求される｡今回,九州電力株式会社嘉

穂制j卸所に,3,200字大形プロセス デ

ィスプレイ装置(以‾F,CRTと略す)を

中心とLた自動復IH操作までを含む,

高位な変1在所集中監視システムを開発

し納人Lた(図25)｡本システムは,HI

DIC350を中核とし,磁気ドラム,3,200

字CRT2≠言,他に過イ言制御による追捕

小,如,t･.#-
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図24 ディジタル制御用電力系統シミュレータ



区】25 九州電力株式会社嘉穂制御所のシステム構成ブロック図
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+注デ肝夕伝ミ送装置,その他周辺機器より

構成されている｡

電ブJ系統監視制御として,歩このよう

な自動化を行なっている｡

(1)自動記録､自動作表など定形業子方の

日動化のほか,電力系統ご状況の自動監視

(2)CRTを川いた系統一一括の日動操作

及び自断事故,永久地絡事故時の自動

復旧操作

(3)事故二状況のCRT表示及び管轄′さ三'某

所への情報伝送記録

嘉穂変電所

Te/SV帰)

l

l

1

1

1

Te/SV博)

CDT

CDT

MODEM

イヒ学プラント
高半占度用連続重合装置

台･成繊式准,fナ成1封脂業界においては､

品質の均一化,生産のf計理化を目的と

し,製品処理の連続化が進められている｡

fI立製作所は独自の高粘度用連続垂

†ナ装置を開発し,今回,数十t/d処理

叶能な装置を受注納入した｡これら装

置には,粘度2万P群像まで処手堅でき

る日立メガネ翼連続垂†ナ器(図26)を採

用した｡重合器は回転する2軸に軽量

で簡単な構造を特長としたメオネ形の

巽が多数取り付けてあり,従来のもの

に比べ,(1)逆i昆合が非常に少なく,丁充

れがピストン フローになるため,重合

性分布が良好である｡(2)デッド スペー

スがないため,劣化物の発生がない｡

(3力驚拝動力が少ないなどの特長があり,

ポリエステル,66ナイロンの重縮合,

ポリスチレンモノマm回収などの連続

処‡里に最適である｡
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＋
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匡126 日立メガネ翼連続重合器

ASME CODE STAMP適用

の圧力容器の完成

近年,石油精製,石油化学プラント

の大容量化が進むにつれて,これに設

置される圧力容器もますます大形とな

り,板J享も増人Lつつある｡このため,

1二場製作上のみならず,輸送上,据付

上などにおける経i苛性も考慮し､軽量化

設計が要請されている｡周知のとおり

ASME(American Society of Mech-

anicalEngineers)CODE
SECTION

.ぶ′藤

滝

寸もぜ

駁

教

㌔

ザ

ず農

激

ⅦⅠ.DIV.2は,十分な品質管理,詳細な

｢し力角牛析を条件にこの日的にそうべく

制定されているものである｡

日立製作所は､この種の人形圧力容

器(図27,28),塔槽､熱‾交換器芙氏の製

作実績を多く残してし､るが,今回,本

CODEを適用した大形圧力容器の製作

を丁右了した〔このアメリカ国内Ia】け‾製

品には,U2スタンプ(ASME CODE

SECTION Ⅷ DIV.2)を打刻してい

る｡これは応力解析技術を含めた優秀



図27 大形塔(内径7′620mm,板厚90mm

高さ3l′200mm,重量480t)

巧琴孜モ収■

亀

図30 大形スペース チエン/ヾ-

図28 高圧横形槽(内径200mm,板厚l了Omm)

な工場製作技術と,QC(Quality Con-

trol)システムにJ.〔づく続柄な【打丁官円実二押

の1こ仝ノ実施が,R他共に認められたこ

とを意味している｡

こグ〕ほか,FJ＼工彗ゼ作巾ではSス､タン

プ(ASME CODE SECTION l),

Uスタンプ(ASME CODE S上二CTION

Ⅷ DIV.1)も取付Lて才il),二れに杭

づくトt三ノJ茶話詰も多数:真空作Lている′､二

れらの結膜と一j三績は,与こ乍に.1-げ壬召こ押

された圧力谷器を供轟分できる休御Jが碓

､上されていることを一江l粧し,/ト絶,圭

す圭す軸外山場への;出.与‾占拡リJ主敗ノこが期

待されるし｡
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図29 アンモニアブラント用高圧熱交換器

痩
′ハ里

巴ン芝野

アンモニア プラント用

高圧熱交換器

人形アンモニ7'プラントに川いノ〕れ

るプロセス ガスボイラや■ミ1Jiい三熟女授器

(図29)の納人リ三好汁士,ll榊1145r卜11水約

30仏にj圭Lているが,二れ/ンに川1えて

IJr川150f卜4=には,心汀エンジニアリ

ング株∫し≦さ什に輸-L【川jとLて,アンモ

ニア′ト韓1,000t′/dプラント一寸J2系列分

藍

:執し

:準

犠､

､浄

22J.ぢを納入L/∴ また,51勺二には1,360

t/d用4系列分20プ.〔を納人するべく,現

れ‾｢場J生望仰が進めJ〕れている‥

これノ〕の多くは,■i一方仔のアンモニア

でナ戌ガスふんい㌔くとし､うj軌怖な条件で

迩虹きれるため,砧J空な品官て符fチ旦が必

要とされ､柑に熟女推器の怖造卜托要

祝される仁七熱甘･と背紋との接でナに対L

て,従米_上りいノーノそう試いイiチ和州三の付

ノ〕れる新技術を採朋Lている(-,

大形宇宙環境言式験装置

手転がl二lミⅠのり三輔緯f与l〔の糊ヲ己は､`i一:1if朋

党■け業川の托術ムーし味付_与111丁て■!の′汀_卜げ

い戊J‾ノJし,い.よいよ本柄化Lてきてしゝ

る｡その一 一端呈として,/ト子妾利一ち 卜げる

人咋j実絹街並の開発に必要な,人形寸:

1iけ;呈境.言∫し験装置を′-j･:指偶発-■ji紫川より

′受注L,Hrゴ刺ほOjl二6月無-_阜完成Lた､つ

本装置はj也上40,000kmまでの寸:山ノ竹2り

の太ド湯中舶寸熱と真アニウニ状態をシミュレー

トすることができ,血径4m圭での人

形衛与J▲の.誠一騒が可能であるL_1本装置の

主体である真空茶器は,直径8.5m,拓

き27mc7りヾ形で,到達真γと性1×10‾‾8

Torrの超高車空を保持するものである｡

本装迂引ま人きさでも,また性能的にも,

世界の鼓高水準のものであり,我が田

の字ノL_i__絹討発に大きく‾貢献することにな

る(図30)｡
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